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トミー・マック 

１．要 点 

おもちゃを修理するには、操作方法や正常な動作状態を知らないと、故障の確認や修理完了の確認がで

きません。電源スイッチだけのおもちゃでも、正常な動きを依頼者から聞き出すことは難しいです。 

ましてや合体・変身おもちゃや対話する人形などは手が付けられません。 

そのため、操作方法や正常な動作状態の情報を入手する必要があります。 

 

２．方 法 

（１）情報入手を必要とするおもちゃ 

・組立て方法が分からない ：合体・変身ものなど、怪獣など 

・操作方法が分からない ：変身ベルト、ロボット、ラジコン、パソコンなど 

・電源スイッチ以外のスイッチ ：手や体の見えないスイッチ、声をかける、体に触れる・叩くなど、 

 

（２）情報入手の方法 

取扱説明書 → 期待できない 

取扱説明書があれば分かることが多いですが、修理依頼のおもちゃに付いていることは少ないです。 

失っている場合もあります。 
 

梱包箱 → 期待薄い 

おもちゃが入った箱の表面に、商品の特長や遊び方が書かれていることがあります。 

しかしながらほとんどの場合、箱はなくおもちゃ単体で持ち込まれます。 
 

依頼者に訊ねる → 期待できない 

修理を申し込まれた際に訊ねる。 

しかし、使っている本人が依頼に来ることは少なく、身内が持ち込むことが多いので、故障状態ですら

十分に聞き出せないことが多いです。 
 

先輩ドクターに訊ねる → 多少は期待 

ドクター歴が長く、治癒経験も多いベテランドクターであれば、情報を持っている可能性が有ります。 
 

自分の記憶 → 当てにならない 

同じおもちゃに巡り合うことは少なく稀で、自分で記録していない限り、忘れていることが多いです。 
 

インターネットで調査 → 期待する 

次ページで解説。 
 

試行錯誤 → 最後の手段 

壊さない程度に挑戦。（一か八か・・・） 
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（３）インターネットによる情報入手の方法 

（ａ）おもちゃの名前やメーカ名を知る 

最初に、おもちゃの正確な名前を知ることが大事です。 
 

梱包箱 

おもちゃの名前、品番、メーカ名が書かれています。    → 
 

おもちゃ本体 

おもちゃの表面や裏面に、ラベルや刻印で名前、品番、メーカ名

が書かれていることがあります。 ↓ 

  

 

ぬいぐるみのラベル 

ぬいぐるみについているラベル（タグ）から名前、品番、メーカ名が書かれていることがあります。 

  
 

写 真 

新しいあるいは定番のおもちゃであれば、「修理のヒント」の「画像からおもちゃ名を探す」から見つ

かる可能性が有ります。 
 

インターネット 

アマゾンやヨドバシなど通販ページから、「アンパ

ンマン」，「トミカ」などの商標とおもちゃの種類で

検索し、画像を選ぶとおもちゃ名とメーカ名が分かり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.qsl.net/jr3bot/Toy_Search/Toy_Search_Menu.htm
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IE の検索欄に、「アンパンマン」，「トミカ」などの商標とおもちゃの種類を入れて検索し、「すべて」

や「画像」から選らぶと、おもちゃ名とメーカ名が分かります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｂ）メーカ名とおもちゃの名前からメーカのホームページへ 

新しいおもちゃであれば、メーカのホームページに商品の紹介があります。 

メーカにより、取扱説明書を入手できるページから、新旧にかかわらず取扱説明書を公開しています。 
 

「修理のヒント」の「おもちゃ種類別 画像メニュ」の「19.メーカHPの取扱説明書の検索」でも、    

メーカ名を選べば、取扱説明書を入手できるページへリンクしています。 

 

 

 

（ｃ）おもちゃの名前から YouTube®へ 

おもちゃの名前が判れば、YouTube®のページから検索すれば、おもちゃの紹介や使い方の動画を入

手できます。 

https://www.qsl.net/jr3bot/Toy/Toy_Picture_Menu.htm#No19
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以上の方法で得た取扱説明書や YouTube®から、操作方法や正常な動作状態を知ります。 

 

 

終わり 


